
                          立命館大阪オフィス
〒530-0018　大阪市北区小松原町2-4 大阪富国生命ビル5階 立命館大阪キャンパス内
TEL：06-6360-4895　FAX：06-6360-4894　
E-mail：osaka-of@st.ritsumei.ac.jp

地下鉄谷町線 東梅田駅 徒歩1分 
地下鉄御堂筋線 梅田駅 徒歩3分 
阪神 梅田駅 徒歩3分 

JR 大阪駅 徒歩5分 
阪急 梅田駅 徒歩5分 

会　場

アクセス

立命館大阪キャンパス 
時　間 14：00～15：40
定　員 各98名
受講料
お問合せ・お申込先

１回　２,000円（７回以上一括申込の場合 １３,０００円）
定員になり次第締め切らせていただきます。
あらかじめご了承ください。

後援●大阪府、大阪市教育委員会　
共催●大阪大学21世紀懐徳堂・立命館大学文学部・立命館大阪キャンパス・
　　　立命館東京キャンパス
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※事情により、やむを得ず、日程・テーマ・講演者などが変更になる場合がございます。

全
8
回

大阪・京都は、東アジアの中でも、

もっとも古くから発展してきた地域の一つとして、

現在も続く多様な文化を育んできました。

講座では、それを可能にした大阪・京都の

自然・風土・地誌・都市空間などについて考え、

さらに今後の課題・問題点についても提起します。

大阪・京都は、東アジアの中でも、

もっとも古くから発展してきた地域の一つとして、

現在も続く多様な文化を育んできました。

講座では、それを可能にした大阪・京都の

自然・風土・地誌・都市空間などについて考え、

さらに今後の課題・問題点についても提起します。
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第1回
大阪の地域特性と
その課題

10月17日（月）

大阪大学大学院　文学研究科  教授　 
堤  研二
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第2回
平安京に降った雪 
～王朝時代の「雪山」作りから～

10月24日（月）

立命館大学　文学部　教授　 
片平　博文

第3回
城下町大坂 
～江戸時代の大阪を考える～

10月31日（月）

大阪大学大学院　文学研究科  教授　 
小林　茂

第4回
バーチャル京都：
歴史都市京都のデジタル地誌学

11月7日（月）

立命館大学　文学部　教授　 
矢野　桂司

第5回11月14日（月）

第6回11月21日（月）

第7回11月28日（月）

第8回12月5日（月）

京都の災害と歓楽街

立命館大学　文学部　教授
　 高橋　学

大阪における
ごみ問題の近現代
大阪大学大学院　文学研究科  助教

　 波江　彰彦

京洛の名所と
宴席のある風景
立命館大学　文学部　准教授

　 加藤　政洋

大阪のインナーシティと
都市再生の課題

大阪大学大学院　経済学研究科  教授
高山　正樹
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●ご記入いただいた個人情報は、学校法人立命館個人情報保護規程に基づき管理し、本講座の運営以外には使用しません。

フリガナ 性別

この講座をお知りになったきっかけ

□大阪オフィスからの郵送物

□懐徳堂記念会からの郵送物

□父母教育後援会だより

□大阪府・市の公共施設　

□新聞広告（新聞名：　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

□立命館大学HP

□大阪大学21世紀懐徳堂HP

□校友会報「りつめい」

□知人からの紹介

年齢
歳男 　・　 女ご氏名

ご住所　〒

TEL FAX

E-mail

〒530-0018　大阪市北区小松原町2-4 
大阪富国生命ビル5階 立命館大阪キャンパス内
TEL：06-6360-4895　FAX：06-6360-4894
e-mail：osaka-of@st.ritsumei.ac.jp

①「申込書」に必要事項を記載の上、FAX・E-ｍail・郵送、いずれかの
方法でお申込先までお送り下さい。
②受講申込受付後、「受付確認書」「郵便振込票」をご送付いたします
ので、受講料を納付(郵便払込)願います。
　※振込手数料は申込者のご負担でお願いいたします。
　※いったん納付いただいた受講料は返金いたしかねますのでご了承ください。

1回 2,000円（7回以上一括申込の場合 13,000円）

立命館大阪オフィス
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24日（月）
31日（月）
7日（月）

大阪の地域特性とその課題
平安京に降った雪
城下町大坂
バーチャル京都：歴史都市京都のデジタル地誌学

2011年

2011年

2011年

2011年

11月
11月
11月
12月

14日（月）
21日（月）
28日（月）
5日（月）

大阪のインナーシティと都市再生の課題
京都の災害と歓楽街
大阪におけるごみ問題の近現代
京洛の名所と宴席のある風景

全8回を受講する

▼希望する受講日該当欄に○印をつけてください。
申 込 書

お申込み方法 お問合せ・お申込先

受講料

各98名 定員になり次第締め切らせていただきます。
あらかじめご了承ください。

定　員

大阪富国生命ビル5階 立命館大阪キャンパス
会　場

14：00～15：40
時　間

「大阪・京都の風土と景観」大阪・京都文化講座
2011年度 立命館大阪プロムナードセミナー

後 期

●コーディネーター
　立命館大学 文学部 教授  
　桂島　宣弘

大阪をとりあげる４回の講演の最初とし
て、まずは大阪の地域特性の概要につい
て述べる。また、千里ニュータウンを事例
として、人口減少・高齢化等の問題とそれ
への対応を考える。部分的に過疎地域の
事例も紹介する。

※上記の、希望する受講日の□にチェックをしておきますと、控えとしてご利用いただけます。

大阪の地域特性と
その課題

10月17日（月）

堤  研二 大阪大学大学院 
文学研究科 教授

※
第1回

平安～鎌倉時代の平安京（京都）では、1
尺の雪が積もると大雪とされていました。
また、王朝時代には大雪を利用して「雪
山」をつくり、それを楽しむといったことも
しばしば見られました。ここでは、そうし
た雅の風景の一コマについて、当時の気
候･気象と関連づけながら読み解いてみ
たいと思います。

平安京に降った雪 
～王朝時代の「雪山」作りから～

10月24日（月）

片平　博文 立命館大学 
文学部 教授

※
第2回

江戸時代の大阪（大坂）は「天下の台所」などといわ
れて、城下町と考えられることは少ない。たしかに、全
国各地に見られた城下町と比較すると、ちがう点が
少なくないが、大坂城の城下町としての側面を持って
いた。大坂にはどんな侍がおり、どんな役割を果たし
ていたのか、また大坂城はそこでどのような意義をも
っていたのか考えてみたい。また、江戸時代の京都も
城下町とみることができ、大坂との類似性がある。こ
の点も視野に入れて、江戸時代の城下町に、従来と
は別の角度からアプローチすることを試みる。

城下町大坂
～江戸時代の大阪を考える～

10月31日（月）

小林　茂 大阪大学大学院 
文学研究科 教授

※
第3回

近年、情報科学と人文科学が連携した新
たな学問領域として、デジタル人文学
（DH: Digital Humanities）が注目されて
いる。ここでは、DHの観点から、コンピュ
ータ上に再現された歴史都市京都の時
空間、バーチャル京都を通して、歴史都市
京都の景観の変遷を見ていくことにする。
その結果、デジタル地図を最大限に活用
したデジタル地誌学を実践してみたい。

バーチャル京都：
歴史都市京都のデジタル地誌学

11月7日（月）

矢野　桂司 立命館大学 
文学部 教授

※
第4回

インナーシティ（都心周辺部）問題をロン
ドン・ドックランドとの比較のなかで紹介
するとともに、大阪のインナーシティの実
態と課題を考える中で、大阪の都市再生
について考えたい。

大阪のインナーシティと
都市再生の課題

11月14日（月）

高山　正樹 大阪大学大学院 
経済学研究科  教授　

※
第5回

京都には観光都市として祇園や先斗町な
どいくつかの歓楽街がある。これらは地元
をはじめ観光客でにぎわっているが、地
震や洪水といった災害に対してきわめて
被災しやすい場所である。歓楽街の形成
とその問題点について検討をしてみたい。

京都の災害と歓楽街
11月21日（月）

高橋　学 立命館大学 
文学部 教授

※
第6回

近代化、大戦と戦後復興、高度経済成長、
グローバル化と、社会がめまぐるしく変わ
る中で、大阪のごみ問題もさまざまな局
面に立ち、大きく変容してきました。そう
した大きな流れを追い、そこから今後の
大阪のごみ問題について考えてみたいと
思います。

大阪におけるごみ問題の
近現代

11月28日（月）

波江　彰彦 大阪大学大学院 
文学研究科  助教

※
第7回

今回の講座では、京洛の「宴席」に注目し
てみたいと思います。宴席とは「宴会の席」
を意味しますが、そこではお酒やお料理
を飲食しつつ、ときには三味の音色に耳
をかたむけ、舞を愉しむといった場でもあ
ります。「宴席」は、京都の風土や人気と密
接に関わりながら、独特の風景を生み出
していたのでした。

京洛の名所と宴席のある
風景

12月5日（月）

加藤　政洋 立命館大学
文学部　准教授

※
第8回

地下鉄谷町線 東梅田駅 徒歩1分 
地下鉄御堂筋線 梅田駅 徒歩3分 
阪神 梅田駅 徒歩3分

JR 大阪駅 徒歩5分 
阪急 梅田駅 徒歩5分アクセス


